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 「ヤングケアラー」とは、法令上の定義はないが、一般的に「本来大人が担うと想定されているよ

うな家事や家族の世話などを日常的に行っているような子ども」とされており、子ども自身がやり

たいことができないなど、子ども自身の権利が守られていないと思われる子どものことを示してい

る。 

 

 

 今回の子どもの生活状況調査、高校生の生活実態に関するアンケート調査には、以下のイメージ

図を同封し、自身にあてはまるかを確認しながら回答してもらった。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査の背景・目的 

（１）背景 

厚生労働省からのヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書を受けた市独自の実態調査。 

（２）目的 

・ヤングケアラーと思われる子どもの実態と認知度を把握する。 

・今後の施策検討のための基礎資料とする。 

 

２ 調査対象及び回収状況 

対象：市内の中学２年生の生徒、高校２年生の年齢層。 

 ※中学２年生は、子どもの生活状況調査内に項目を加え実施 

  高校２年生は、高校生の生活実態に関するアンケート調査として実施 

 

中学生 

 調査対象者数 回答数 回答率 

中学２年生 463 417 90.1% 

参考 

国 約 100,000 5,558 約 5.6% 

 

高校生 

 調査対象者数 回答数 回答率 

高校２年生 547 130 23.8% 

参考 

長野県 
全日制 40,705 

定時制  1,659 

12,036 

338 

29.6% 

20.4% 

国 
全日制 約 68,000 

定時制  不明 

7,407 

336 

約 10.9% 

不明 

 

 

 

３ 調査の方法 

 中学生 

・各学校に調査票（保護者用及び児童・生徒用）を配付。 

 ・学校から保護者に調査票を配付し、保護者は家庭で回答をして学校へ提出。 

 ・学校から児童・生徒に調査票を配布し、児童・生徒は学校で回答をして学校へ提出。 

 高校生 

 ・市内に住民登録のある高校２年生の年齢層全員を対象として通知文と一般社団法人日本ケアラー連

盟出典のイメージ図を発送しＷｅｂ調査による回答。 

1



 

４ 調査期間 

  中学生  令和３年７月９日～令和３年７月１６日 

  高校生  令和３年８月１日～令和３年８月３１日 

 

５ 調査の項目 

  ・令和３年３月に公表された「ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書」の調査票を基本とし

設問を設定。 

 

６ 集計結果利用上の注意 

  ・本調査は、個人情報保護のため無記名で行った。 

  ・回答間に矛盾が認められる場合があるが、回答内容を尊重し、倫理的な矛盾を正すための修正は行

なっていない。 

  ・回答の比率（%）は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、単一回答の設問の各選択肢の回

答に関する数値の合計が 100.0%にならない場合がある。 

  ・回答の比率（%）は、その質問の回答者数を基礎として算出しているため、複数回答の設問はす

べての比率を合計すると、100.0%を超える場合がある。 

      

７ 全国的な状況との比較 

令和３年３月に厚生労働省が公表した「ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書」のデータ

を用いて比較を行った。 

（１） 調査対象 

   ①中学校 

全国の公立中学校の約１割にあたる 1,000 校を層化無作為抽出により抽出。対象校に在籍する

中学２年生を対象とした（約 10 万人）。 

 ②全日制高校 

全国の公立高等学校の約１割にあたる350 校を層化無作為抽出※により抽出。対象校に在籍す

る高校２年生を対象とした（約6.8 万人）。 

 ③定時制高校 

    公立の定時制高校を各都道府県により１校ずつ無作為抽出（計47 校）し、在席する２年生相

当の生徒を対象とした。 

（２）調査期間、有効回収数 

調査期間は令和２年 12月 21 日～令和３年 1 月 31 日として実施され、有効回答数は全日制高校

２年生で 7,407 件、定時制高校年生相当で 336 件であった。 
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Ⅱ 結果の概要 
 

１ 概要報告書のポイント 

 （１）全体 

この概要報告書では世話をしている家族の有無で比較分析を行った。結果、約１割未満の生徒が家族の

世話をしている状態であった。 

世話をしている生徒の多くは世話が常態化している実態がわかった。やりたいことができない、世話のきつ

さや負担感を感じていない生徒が半数以上であったが、一定数は時間的余裕がなくやりたいことができないこ

とへの悩みや世話のきつさや負担感を抱えているという状況を把握することができた。 

また、ヤングケアラーに対する認知度は、中学生 6.5%、高校生 14.6%と低い状況であった。 

ヤングケアラーの正しい理解が得られるよう周知活動を行い、認知度をあげていく必要がある。 

（２）項目抜粋 

「お世話をしている家族がいる」と回答した人は、高校生 6.9%（9/130 人）中学生 8.6%（36/417 人） 

内容 高校生（９人） 中学生（３６人） 備考 

世帯状況 ひとり親世帯    １人 ひとり親世帯    ４人 
ひとり親世帯は低い数値

となっている。 

世話をする家族の内訳 

※複数回答 

きょうだい      ６人 

父母         ３人 

祖父母       １人 

父母        ２７人 

きょうだい     １８人 

祖父母       １３人 

高校生では「きょうだい」、

中学生では「父母」のお世

話をしている人が最も高

い。 

世話の内容 

※複数回答 

家事           ４人 

見守り       ２人 

通院付き添い    各 

送迎         １人 

感情面サポート 

家事          各 

付き添い     ２５人 

見守り       １９人 

家事や外出の付き添いが

多かった。 

世話の頻度 ほぼ毎日       ３人 

週３～５日      ３人 

ほぼ毎日     １５人 

週３～５日      １１人 

「ほぼ毎日」が最も高く、

「週３～５日」と高い頻度

でお世話をしている。 

世話に費やす時間数 

（平日の１日あたり） 

３時間未満     ６人 

３～７時間未満  １人 

７時間以上     ０人 

 

３時間未満     ２０人 

３～７時間未満   ８人 

７時間以上     ６人 

３時間未満が多いが、中

には長時間お世話をして

いるとの回答があった。 

やりたいけどできないこと

の有無 

※複数回答 

特になし      ６人 

時間がない    １人 

友人と遊べない  １人 

特になし      ２０人 

友人と遊べない  ５人 

学習ができない  ５人 

睡眠が取れない  ３人 

特にないとの回答が多い

が、時間的余裕がないた

めに制限されているとの

回答があった。 
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世話を行うきつさ 感じていない   ５人 

精神的      ２人 

時間的      １人 

設問なし 受け止め方に個人差があ

ると思われるが、お世話し

ていることの負担を感じて

いないという回答が多か

った。 

相談相手 

※複数回答 

家族        ３人 

友人        ２人 

医療従事者    ２人 

家族       ２８人 

友人       ２８人 

先生        ９人 

「家族」以外には「友人」

「先生」と自分の身近な人

となっている。高校生では

医療従事者にも相談して

いる。 

相談したことがない ３人 １０人 ３割近くの人は相談したこ

とがないと回答し、誰かに

相談するほどのなやみで

はない。としている。 

相談しない理由 誰かに相談するほどの

悩みではない ３人 

設問なし 

学校や大人に助けてほし

いこと 

将来の相談    ３人 

学習サポート   ３人 

わからない     ２人 

特にない      ２人 

特にない      ２４人 

話を聞いてほしい  ９人 

時間がほしい     ６人 

学習サポート    ６人 

高校生では将来への不

安を抱えていることが

うかがえ、中学生の中に

は「話を聞いてほしい」

と思っている回答がみ

られる。 
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